
復原した』〔院庭剛を＃〔l Wj l h j から望

む。洲浜でつくられた浅い池、池に臨

む処物と総、周囲の械奴など、奈良時

代後､脚ﾘ j の宴遊空間が' ' 1現された。

本文７１声7 2 頁参照（撮影／杉本和樹）

朱雀門

復原に関する1 1 1 [ 接浅科は、苑ｊＩｌ細代によ

ってI ﾘ j らかとなった堆城を, j くす地梁、礎

ｲ i の部、柱位脱と､ 1 2 1 m規模を知る礎ｲ ｒ

据付痕、雌根の瓦などである。これらの

‘ 岬さをふまえ、現存する古代処築、文献

史料を参巷に、建築史研究の成果や文化

財修復で得た知見により復原。1 9 8 9 年満

下し、1 9 9 7年冬に完成した。

本文６８頁参照( 撮影／佃幹雄）

朱雀門・東院庭園の復原事業

奈文研年報／1 9 9 8 - 1



基壇北方の調査状況

庭院１，２，３版築唯Ｉが兄える。ノf 側は, I 昌

殿の唯塊で、右側には北方の付属施設がさら

に続いていく。（東から）

本文４－６頁参照（撮影／牛嶋茂）

漢長安城桂宮２号宮殿の調査

遜翻一

L 画

、奈文研年報／ 1 9 9 8 - 1

基壇東方の卵石散水（北東から）

散水のコーナーには細長い卵ｲ i でI | 地を

つくり、周朋には文様蝶を敷いている。

本文４‐ ６頁参照（撮影／牛嶋茂）
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地下室３全景

床に敷いたGの様- J z が良くわかる。（化から）

民安城の宮殿では、地ド室は未央宮槻勝殿

とこの桂宮２号寓殿だけで兇つかっている。

本文４－６頁参照（撮影／牛嶋茂）
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